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　人ロの動き
一5月1日現在一
男4，198（一6）
女4，267（一6）
計8，465（一12）
世帯数2，260（十6）
　（）は前月比較

ミズバショウを楽しむ
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平成9年度の予算執行状況をお知らせします

■繭■D　　　　6■■■，

＝

＝
歳入歳出予算額5，286，441干・円

24億20億10億5億

歳入1
灘轄iき

100．2％

額4，182，982千円79．1％

執行率

　ワ』

　　　　　　　額　　　　　　済　　　　　入　　　　収

　　　　　　　額　　　　　　算　　　　予臨

鎌矯懇馨套難付金）

灘1

836，268千円
834，336千円

　6．2％

　収入済

41，400千円

665，800千円

その他の内訳

　　　201，965千円
　　　　　　　　　　55．9％
　　　361，400千円

　　　　0千円　　　　　　　　0．0％

　　　　　　　46．3％264，246千円

256，327千円
　　　　　　　123．8％
207，031千円

　　　72．4％

　　　　　92．0％

292，159千円

122，411千円

　95．7％

l　I2，451千円

155，350千円

105，795千円
l　lO，586千円

207，561千円
225，533千円

地方譲与税
自動車取得

使用料及ひ

地方交付税

町　 税

町　 債

県支出金

繰入金
国庫支出金

繰越金
諸収入
分担金・負担金

その他

8億5億

歳出1
578971千円7931018千円　73・0％

91850千円721106千円　89・6％

ll83。4％

．9％

4，309，650千円　81．5％

執行率
支出済額

予算額

i嚢iii灘iiiiiiiiii

灘

6
7

578，524千円
693，963千円

…i…i…iiiiiiii聾iiiiiii妻iii

604，433千円
657，738千円

91

572，074千円
　　　　　　94．9％602，931千円

359，096千円
560，944千円

64．0％

367，718千円
444，464千円

82．7％

228，580千円
　　　　　　57．8％395，649千円

＝i＝i：iiii燃iiiiiiiiiiiii 205，911千円
99．3％

支出済額
207，360千円

78，743千円
97．0％

81，200千円
轟
：
鰹

28，440千円
　　　　　　74．5％38，187千円

15，310千円
　　　　　　39．4％38，881千円 その他の内訳（労働費、 諸支出金、予備費）
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町
の
財
政
状
況
を
、
皆
さ
ん
か
ら
ご

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
　
一
般
会

計
と
六
つ
の
特
別
会
計
の
平
成
九
年
度

下
半
期
に
お
け
る
予
算
執
行
状
況
や
基

金
（
預
金
）
、
町
債
（
借
金
）
の
状
況

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

会　　計　　区　　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険特別会計 5億2、037万8千円 4億4，192万4千円 84．9％ 4億　601万9千円 78．0％

国民健康保険診療所特別会計 2億6，935万5千円 1億5，271万1千円 56．7％ 2億5，179万8千円 93．5％

老人保健特別会計 8億9，176万4千円 8億2，619万9千円 92．6％ 8億1，471万3千円 91．4％

農村集落排水事業特別会計 7億9，793万3千円 2億7，999万7千円 35．1％ 5億3，170万1千円 66．6％

下水道事業特別会計 5億5，045万1千円 2億6，135万8千円 47．5％ 5億1，798万3千円 94．1％

簡易水道事業特別会計 1，610万円 1，168万円 72．5％ 1，478万9千円 91．9％

　
平
成
九
年
度
一
般
会
計
予
算
額
は
、

平
成
八
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
費
や

九
回
の
補
正
予
算
を
含
め
る
と
、
三

月
三
十
一
日
現
在
五
十
二
億
八
千
六

百
四
十
四
万
一
千
円
で
、
前
年
度
対

比
五
億
九
千
万
円
の
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
災
害
復
旧
事
業

な
ど
の
大
き
な
繰
越
事
業
が
な
か
っ

た
た
め
で
す
。

　
収
入
済
額
は
四
十
一
億
八
千
二
百

九
十
八
万
二
千
円
で
、
予
算
対
比
七

十
九
・
一
響
の
執
行
率
と
な
っ
て
お

り
、
前
年
度
よ
り
も
一
・
○
ポ
イ
ン

ト
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
支
出
済
額

に
つ
い
て
は
、
四
十
三
億
九
百
六
十

五
万
円
で
、
予
算
対
比
八
十
一
・
五

響
の
執
行
率
と
な
っ
て
お
り
、
前
年

度
よ
り
も
○
・
六
ポ
イ
ン
ト
上
回
り

ま
し
た
。

　
平
成
九
年
度
の
主
な
事
業
は
、
中

子
台
地
と
節
黒
城
跡
を
結
ぶ
総
合
緑

地
公
園
連
絡
道
工
事
（
一
億
七
千
五

百
七
十
万
一
千
円
）
、
総
合
体
育
館

大
規
模
改
修
工
事
（
一
億
六
千
三
百

七
十
七
万
八
千
円
）
、
町
道
新
設
改

良
工
事
（
一
億
九
千
六
百
七
十
六
万

一
千
円
）
な
ど
で
す
。

　
資
金
収
支
は
、
一
億
二
千
七
百
万

円
の
赤
字
状
態
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
会
計
整

理
期
間
中
に
、
基
金
（
貯
金
）
か
ら

の
繰
り
入
れ
や
町
債
（
借
金
）
の
借

入
れ
を
す
る
た
め
、
平
成
九
年
度
の

決
算
見
込
み
と
し
て
は
、
一
億
五
千

万
円
の
黒
字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
が
今
一
番
力
を
入
れ
て

い
る
下
水
道
事
業
や
農
村
集
落
排
水

事
業
の
二
つ
の
特
別
会
計
は
、
合
わ

せ
て
十
三
億
四
千
八
百
万
円
を
超
え

る
予
算
規
模
に
な
っ
て
い
ま
す
。
下

水
整
備
は
事
業
的
に
ピ
ー
ク
を
越
え

て
い
る
た
め
、
前
年
度
比
で
二
十
九

・
四
響
、
五
億
六
千
二
百
万
円
の
減

額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

下
水
事
業
の
進
行
に
よ
り
、
平
成
九

年
度
末
の
下
水
供
用
可
能
率
は
九
十

二
欝
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
に
は
現
在
十
四
の
基
金
が
あ
り
、

そ
の
総
額
は
二
十
九
億
九
千
九
百
六

十
一
万
九
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
過
去
三
年
間
で
五
億
九
千
七
百
万

円
の
積
み
増
し
を
し
て
お
り
、
こ
れ

は
、
千
手
地
区
に
予
定
し
て
い
る
賑

わ
い
空
間
整
備
事
業
や
、
広
域
圏
事

業
と
し
て
実
施
す
る
里
創
プ
ラ
ン
事

業
な
ど
の
大
き
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

へ
の
資
金
確
保
の
た
め
で
す
。

　
下
水
関
係
事
業
は
巨
費
を
必
要
と

し
、
そ
の
建
設
費
の
財
源
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
分
担
金
の
外
、
多
く
は
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
国
や
県
か

ら
の
支
出
金
、
そ
れ
と
町
債
で
賄
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
九
年
度
は
建
設
費
十
一
億
一

基金（預金）

区　　　　　　分 8年度末残高 9年度末残高見込

一
　
　
般
　
　
会
　
　
計

土地開発基金（現金分） 　千円147，545 　千円147，545

財　政　調　整　基　金 965，195 968，800

減　　債　　基　　金 148，599 141’150

藤　巻　褒　賞　基　金 2，392 2，351

豪　雪　対策　基　金 97，313 65，750

克雪住宅資金貸付基金 250，000 270，000

文化会館建設基金 476，570 527，433

ま　ちおこ　し基金 408，330 392，832

地域　福　祉　基　金 173，889 173，889

ふるさと・水と土保全基金 39，000 55，000

スキー場建設基金 10，162 10，197

国民年金印紙購買基金 12，199 13，069

会国
計保
国民健康保険給付準備基金 188，054 208，603

会下
計水
ま　ち　おこ　し基金
（居住環境整備資金）

23，000 23，000

合　　　　　　計 2，942，248 2，999，619

千
八
百
万
円
の
う
ち
四
億
九
千
六
百
万

円
を
町
債
で
賄
い
ま
し
た
。
一
般
会
計

で
は
、
総
合
緑
地
公
園
連
絡
道
工
事
、

総
合
体
育
館
大
規
模
改
修
工
事
、
町
道

新
設
改
良
工
事
、
除
雪
機
械
購
入
事
業
、

防
火
水
槽
整
備
負
担
金
な
ど
の
財
源
と

し
て
、
総
額
六
億
五
百
万
円
の
町
債
が

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
九
年
度
末
の
町
債
残
高
は
、
一

般
会
計
と
六
特
別
会
計
を
合
わ
せ
る
と

九
十
四
億
円
を
超
え
、
大
変
巨
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
計
画
的
で
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
財
政
運
営
に
心
掛
け
、

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

町債（借金）

区　　　　　　分 8年度末残高 9年度末残高見込

一　　般　　会　　計
　　　　千円
5，146，246

　　　　千円
5，383，393

国民健康保険診療所特別会計 407，741 363，125

簡易水道事業特別会計 67，302 62，541

農村集落排水事業特別会計 1，298，137 1，552，776

下水道事業特別会計 1，884，590 2，107，423

合　　　　　　計 8，804，016 9，469，258
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今年は、記念講演に代えて、カラージュ
による記念コンサートが実施されました
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5月

噺

　　　　墾

　
今
年
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方

は
百
六
十
二
人
。
昭
和
五
十
二
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
三
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
八

十
八
人
、
女
子
七
十
四
人
で
す
。

こ
の
う
ち
、
百
二
十
五
人
が
成
人

式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
今
回
か
ら
、
式
の
会
場
は
総
合

体
育
館
で
挙
行
す
る
こ
と
に
な
り
、

ま
た
、
今
ま
で
の
記
念
講
演
に
代

わ
っ
て
、
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
式
に
参
加
さ
れ
、
撮
影

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
を
紹
介

し
ま
す
。
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灘蹴

成人を代表して「誓いの言葉」を
述べる小野塚裕一さん



成人を代表して小海教育長（左）から記念品
を受けとる庭野和枝さん
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■
千
手
地
区

中
島
町
関
口
昌
生

　
〃
　
　
喜
多
美
由
紀

　
〃
　
　
関
口
裕
美

山
野
田
高
橋
明
生

　
〃
　
田
村
雅
寿
美

発
電
所
通
り
西
田
中
光
倫

　
〃
　
尾
身
香
織

　
〃
　
星
名
恵
美
子

発
電
所
通
り
東
佐
藤
秀
明

　
〃
　
関
　
雅
夫

　
〃
　
南
雲
啓
至

　
〃
　
小
川
真
紀

　
〃
　
春
日
麻
由
美

　
〃
　
齋
木
恵
美

栄
　
町
小
海
友
和

　
〃
　
水
落
洋
介

　
〃
　
川
崎
　
瞳

　
〃
　
　
北
野
め
ぐ
み

　
〃
　
小
林
香
奈
子

　
〃
　
小
林
百
合
香

　
〃
　
庭
野
悠
子

　
〃
　
　
目
黒
貴
美
恵

朝
日
町
小
海
　
基

　
〃
　
小
柳
　
暢

　
〃
　
平
澤
孝
志

　
〃
　
水
品
達
也

　
〃
　
　
宮
　
奈
月

　
〃
　
横
山
友
美

四
郎
兼
平
野
隼
人

　
〃
　
平
野
泰
生

　
〃
　
南
雲
千
加

　
〃
　
　
平
野
由
美

東
善
寺
北
村
　
聡

　
〃
　
渡
邊
　
正

　
〃
　
瀬
賀
沙
織

上
　
町
小
野
塚
裕
一

　
〃
　
　
平
野
正
幸

　
〃
　
　
田
中
美
里

中
央
町
清
水
　
泉

田
中
町
太
田
奈
穂

〃〃　〃〃〃〃　〃〃〃〃原〃〃〃〃　〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃　〃〃〃　〃　〃屋〃〃校社中

　　条　　山　　田　　友　　　　　立　 島尾敷　町町町
高蔵山中高高高高大村丸田大星櫃黒櫃羽保数数小五五星保廣数数星船南小高福清風水高清小木
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「お祝いの言葉」に耳を傾ける成人
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「アンコール」のコールにこたえ演奏する

イストーリアの皆さん

マリンバ
　　　アンサンブルのひととき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　らんまん　4月18日、サンパレスナカゴで、ナカゴ春欄漫コンサートと銘打った

催しが開かれ、およそ100人がイストーリアが演奏するマリンバ（金属製

の共鳴管をつけた木琴）のアンサンブル（合奏）のひとときを楽しみま

した。イストーリアは、ポルトガル語で“おとぎ話”という意味を持っ

ている女性4人のグループ。メンバーの一人平さんは新潟県出身で、イ

ストーリア自体も今回で4回目の来町となっています。

名人“浦太郎”ふるさと夢舞台
　4月25日、木落構造改善センターで、「春待つ川西路　木落夢物語」

と銘打った催しが開かれ、浪曲の東家浦太郎さん（2代目）が「野狐

三次」などを披露。集まったおよそ120人が名人芸を楽しみました。

　この催しは、木落周辺の有志で構成される“もくらく不惑ないとく

らぶ”が主催したもので、初代東家浦太郎さんの両親が木落出身とい

うことから、当地で口演したことがきっかけ。今回は、2代目による

顔見せ興業となりました。2代目浦太郎さんが観衆に名人芸を披露

診
療
所

水
曜
日
は
冨
田
先
生
が
担
当
し
ま
す

　
国
保
診
療
所
で
は
、
毎
週
水
曜
日
は

冨
永
先
生
が
上
京
の
た
め
、
一
日
だ
け

代
わ
り
の
医
師
か
ら
診
療
を
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
今
年
四
月
か
ら
、
新
し

く
冨
田
先
生
を
お
招
き
し
ま
し
た
の
で
、

簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
氏
名
・
年
齢
　
冨
田
茂
樹
さ
ん
・
31

　
　
　
　
　
　
　
歳

生先田冨

●
現
住
所
　
栃
木
県
下
都
賀
郡
壬
生
町

●
在
職
先
　
濁
協
医
科
大
学

●
専
門
分
野
　
消
化
器
疾
患
・
腎
疾
患

●
家
族
構
成

　
奥
さ
ん
と
五
か
月
の
男
児
。
ち
な
み

に
、
奥
さ
ん
の
母
親
が
新
潟
県
人
だ
そ

う
で
す
。

●
川
西
町
の
印
象
は

　
自
然
が
あ
っ
て
い
い
ナ
ー
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
雪
国
な
ら
で
は
の

高
床
式
の
住
宅
、
そ
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。

●
抱
負
　
地
域
医
療
を
進
め
る
た
め
、

自
ら
も
勉
強
し
な
が
ら
、
患
者
に
優
し

い
対
応
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
。

ブ
ナ
の
か
け
は
し
コ
ン
サ
ー
ト

　
松
之
山
町
と
川
西
町
が
連
携
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ブ
ナ
林
や
野
外
ス
テ
ー
ジ
を

利
用
し
て
、
自
然
や
音
楽
に
対
す
る
認

識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
ふ
れ

あ
い
の
拠
点
と
し
て
情
報
発
信
し
て
い

く
、
そ
ん
な
新
し
い
試
み
が
こ
の
ほ
ど

実
現
し
、
関
係
者
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
松
之
山
町
で
実
施
さ
れ
て

い
る
「
ブ
ナ
の
森
美
人
林
コ
ン
サ
ー
ト
」

と
、
川
西
町
の
「
ブ
ナ
の
二
六
公
園
千

年
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
連
携
し
て
実

施
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

　
第
一
弾
は
、
松
之
山
町
の
美
人
林
コ

ン
サ
ー
ト
で
、
五
月
三
十
一
日
、
N
H

K
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
弦
楽
四

重
奏
を
予
定
。

　
第
二
弾
は
、
川
西
町
二
六
公
園
ブ
ナ

林
で
の
「
千
年
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
、

六
月
七
日
開
催
。
出
演
者
は
ギ
タ
リ
ス

ト
の
ク
ロ
ー
ド
・
チ
ア
リ
さ
ん
（
「
夜

霧
の
し
の
び
逢
い
」
は
世
界
中
で
大
ヒ

ッ
ト
）
、
ヤ
ド
ラ
ン
カ
・
ス
ト
ヤ
コ
ビ

ッ
チ
さ
ん
（
サ
ラ
エ
ボ
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
公
式
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌
っ
た

歌
手
）
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ヌ
ユ
ジ
ェ
さ

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
る
窓
口
業
務

※
四
月
か
ら
、
受
け
付
け
な
ど
の
窓
口

業
務
を
民
間
に
委
託
し
ま
し
た
。
よ
り

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
に
心
掛
け
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

ん
（
去
年
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
ビ
ッ
グ
コ

ン
サ
ー
ト
で
来
町
し
た
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌

手
）
の
三
人
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ひ
だ
ま
り
の
家
が
オ
ー
ブ
ン

　
四
月
三
十
日
、
上
野
の
西
栄
寺
で

「
ひ
だ
ま
り
の
家
」
が
オ
ー
プ
ン
。
関

係
者
お
よ
そ
三
十
人
が
参
加
し
て
開
所

式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ひ
だ
ま
り
の
家
」
は
、
六
十
五
歳

南雲町長（左）と4／30のサービス提
供を受ける代表が「ひだまりの家」
の除幕をしました

以
上
の
一
人
暮
ら
し
や
体
が
少
し
弱
っ

て
い
る
お
年
寄
り
か
ら
、
一
日
を
ゆ
っ

た
り
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
県
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
イ
ホ
ー
ム
事
業
を
導
入

し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
毎
週
月
曜

か
ら
金
曜
日
ま
で
の
週
五
日
、
毎
日
開

か
れ
ま
す
。
利
用
す
る
お
年
寄
り
は
、

三
十
二
人
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
全
町
を
巡

回
し
て
送
迎
し
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
や
話

し
合
い
な
ど
を
し
て
、
一
日
を
過
ご
す

と
い
う
も
の
で
す
。

　
町
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄

り
が
人
口
の
二
六
・
五
響
を
占
め
て
お

り
、
そ
の
う
ち
何
ら
か
の
援
助
が
必
要

自
分
の
体
は
自
分
で
守
る

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
が
七

十
六
歳
を
超
え
、
女
性
は
八
十
三
歳
に

届
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

糖
尿
病
や
肥
満
、
心
臓
病
な
ど
の
、
今

ま
で
成
人
に
し
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
た

病
気
が
若
年
層
ま
で
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
今
は
健
康
体
で
あ
っ
て
も
、
脂

肪
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
く
、
動
物
性
食
品

が
多
い
「
欧
米
型
」
ス
タ
イ
ル
を
続
け

て
い
く
と
、
将
来
、
心
臓
病
な
ど
が
急

増
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
が

あ
り
ま
す
。

　
今
や
健
康
は
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ

て
最
大
の
願
望
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
健
康
な
体
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
　
「
栄
養
」
　
「
運

動
」
　
「
休
養
」
　
（
健
康
づ
く
り
の
三
要

素
）
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
保
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。
喫
煙
や
飲
酒
と
い
っ
た
要
素

も
含
め
、
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
を
改
善

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
気
を
防
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
今
か
ら
十
年
、
二
十
年
、
あ
る
い
は

三
十
年
後
　
　
、
あ
な
た
は
、
自
分
の

健
康
な
姿
を
想
像
で
き
ま
す
か
。
人
生

の
後
半
を
健
や
か
に
充
実
し
て
過
ご
す

な
お
年
寄
り
は
二
百
五
十
八
人
に
の
ぽ

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
病
気
や
障

害
が
あ
る
人
は
特
養
ホ
ー
ム
ヘ
、
在
宅

の
介
護
が
必
要
な
人
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
体

が
少
し
弱
っ
た
程
度
の
お
年
寄
り
に
は

制
度
的
な
も
の
が
な
か
っ
た
の
が
現
状
。

　
「
ひ
だ
ま
り
の
家
」
は
、
平
成
十
二

年
度
ま
で
の
三
年
間
、
県
の
補
助
を
受

け
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
受
託
団
体
と
な

り
、
そ
れ
に
、
ヘ
ル
パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
ひ
な
の
会
（
金
子
ヒ
ロ

子
代
表
・
会
員
3
0
人
）
」
が
協
力
し
て

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
開
所
式
終
了
後
、
早
速
五
人
の
方
が

今
日
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

た
め
に
は
、
心
は

も
ち
ろ
ん
体
も
健

康
で
あ
る
こ
と
が

何
よ
り
で
す
。

健
康
は
、
一
時

に
つ
く
る
も
の
で

は
な
く
、
ま
た
、

お
金
で
買
え
る
も

の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。「
自
分
の
体
は
自

分
で
守
る
」
こ
と

を
常
に
認
識
し
な

が
ら
、
今
か
ら

「
健
康
貯
金
」
に

心
掛
け
ま
し
よ
う
。
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『ナカゴグリーンパーク』料金紹介1日遊んで楽しめる

使用施設等 使用者等 使用料 単　　位 備　　　　　　考

ファミリー
パターゴル
フ場

コ　ー　ス

大　　　　人 1，000円 1人1ラウンド当たり ・子供とは、中学生以下の者をいう。
・10人以上（年間会員を除く）でコースを使用する場
合、1人1ラウンド当たり200円を減額する。
・大人のコース使用について、繁忙期（土曜、日曜、

国民の祝日に関する法律に規定する休日、5月1日
～5日及ぴ8月13日～16日）は、1人1ラウンド当
たり300円を増額する。
・パター及びボールは、無料貸出しとする。
・ナイター料金は、照明点灯後の入場者に適用する。

子　　　　供 500円 1人1ラウンド当たり
個人年間会員 300円 1人1ラウンド当たり

運動靴 200円 1足

ナイター 200円 1人1ラウンド当たり

会員券 個人年間会員 5，000円 1シーズン当たり

観光交流会
館

研修室 500円 1時間当たり
コ　　イ　　ン

シ　ャ　ワ　ー 200円 1回
・使用時間が1時間に満たない場合であっても、1時
間とみなす。

・コインロッカーは、当日だけの使用に限る。コ　イ　　ン
ロ　ッ　カー 100円 1回

ファミリー
ゴルフ場

コ　ー　ス

（平　日）

一　　　　般 1，500円 1人第1ラウンド ・平日のコース使用料金は、第2ラウンドは1人1ラ
ウンド当たり1，000円、第3ラウンド以降1人500円
とする。

・土・日曜及び休日の使用料金は、第2ラウンドは1
人1ラウンド当たりL500円、第3ラウンド以降1人
500円とする。
・ナイター料金は、照明点灯後の入場者に適用する。
・プレー日当日の予約取消は、予約ラウンドの全額を、

プレー日を除く4日前以降の予約取消は、1人につ
き1，000円の違約金を徴収する。

個人年間会員 1，000円 1人第1ラウンド

コ　ー　ス
（土・日曜
及ぴ休日）

一　　　　般 2，000円 1人第1ラウンド

個人年間会員 1，500円 1人第1ラウンド

貸　　靴 500円 1足

貸クラブ 1，000円 1セット（10本）

ナイター 500円 1人につき

会員券 個人年間会員 5，000円 1シーズン当たり

バーベキュ
ーセット

小 500円 1回

大 1，000円 1回

⑨10．5．10



図書案丙
凹　　総合センター内の公民鯛書室

　　　　　　　では、順次新刊を整え皆さんのお

　　　　　　　いでをお待ちしています。どうぞ
い

　　　　　　　お気軽にご利用ください。

図書についてのお間い合わせなどは、町教育委員

園

会社会教育係（費68－2167）へ。

○
夢
は
ふ
る
雪
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
高
橋
喜
平
　
日
貿
出
版
社

○
ひ
と
月
9
0
0
0
円
の
快
適
食
生
活

　
　
　
　
　
魚
柄
仁
之
助
　
飛
鳥
新
社

○
人
生
に
消
し
ゴ
ム
は
い
ら
な
い

　
　
　
　
　
藤
本
義
一
　
佼
成
出
版
社

○
お
天
気
歳
時
記

　
　
　
　
倉
嶋
厚
チ
ク
マ
秀
版
社

○
ふ
た
り
　
　
　
唐
沢
寿
明
　
幻
冬
社

○
ロ
ー
バ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず

　
　
　
　
　
樋
口
恵
子
　
文
化
出
版
局

○
育
児
は
育
自
・
教
育
は
共
育

　
　
　
　
　
　
樋
口
恵
子
　
明
治
図
書

○
サ
ザ
エ
さ
ん
か
ら
い
じ
わ
る
ば
あ
さ

　
ん
へ
　
　
樋
口
恵
子
　
ド
メ
ス
出
版

○
役
人
に
つ
け
る
ク
ス
リ

　
　
　
　
　
住
田
正
二
　
朝
日
新
聞
社

○
地
球
大
予
測
H
　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
指

　
揮
法
　
　
　
高
木
善
之
　
総
合
法
令

○
転
生
と
地
球

　
　
　
　
高
木
善
之
　
P
H
P
研
究
所

○
地
球
村
宣
言

　
　
　
　
　
高
木
善
之
　
ビ
ジ
ネ
ス
社

○
美
し
い
地
球
を
子
供
た
ち
に

　
高
木
善
之
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
地
球
村

○
神
々
の
山
嶺
ω
・
m

　
　
　
　
　
　
　
　
夢
枕
猿
　
集
英
社

○
空
想
科
学
読
本
2

　
　
　
　
　
　
柳
田
理
科
雄
　
宝
島
社

○
水
辺
の
ゆ
り
か
ご

　
　
　
　
　
　
　
柳
美
里
　
角
川
書
店

○
子
供
の
た
め
の
哲
学
対
話

　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
均
　
講
談
社

○
梅
桃
が
実
る
と
き

　
　
　
　
　
　
吉
行
あ
ぐ
り
　
文
園
社

○
新
潟
ひ
と
ネ
ッ
ト

　
　
新
潟
日
報
報
道
部
　
日
報
事
業
部

○
つ
ば
さ
の
か
け
ら

　
　
　
　
　
　
日
野
多
香
子
　
講
談
社

○
文
章
修
業

　
水
上
勉
・
瀬
戸
内
寂
聴
　
岩
波
書
店

○
こ
ど
も
の
四
季

　
　
　
　
　
駒
形
さ
と
し
　
高
志
書
院

○
次
は
こ
う
な
る
！

　
　
　
　
　
　
　
堺
屋
太
一
　
講
談
社

○
鉄
道
員
　
　
　
浅
田
次
郎
　
集
英
社

○
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
と
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
た

　
ち
　
　
　
　
　
黒
柳
徹
子
　
講
談
社

○
子
供
た
ち
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

　
　
ロ
ー
レ
ル
ホ
リ
デ
ィ
編
　
小
学
館

○
青
い
鳥
の
住
む
島

　
　
　
　
　
　
　
崎
山
克
彦
新
潮
社

○
困
っ
た
子
に
悩
む
親
た
ち
へ

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
友
宣
　
海
竜
社

○
子
ど
も
と
悪

　
　
　
　
　
　
河
合
隼
雄
　
岩
波
書
店

O
B
C
！
な
話

　
　
　
　
　
　
竹
内
久
美
子
　
新
潮
社

○
子
ど
も
の
た
め
の
哲
学
対
話

　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
均
講
談
社

○
い
ち
げ
ん
さ
ん

　
　
デ
ビ
ッ
ト
・
ゾ
ペ
テ
ィ
　
集
英
社

○
ひ
弱
な
男
と
フ
ワ
フ
ワ
し
た
女
の
国

　
日
本
　
　
マ
ー
ク
ス
寿
子
　
草
思
社

○
空
想
科
学
読
本

　
　
　
　
　
　
柳
田
理
科
雄
　
宝
島
社

○
島
旅
の
楽
し
み
方

　
　
　
　
　
　
河
田
真
智
子
　
山
海
堂

○
他
人
を
ほ
め
る
人
け
な
す
人

　
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
ア
ル
ベ
ロ
ー
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
思
社

○
大
震
災
名
言
録
　
藤
尾
潔
　
光
文
社

○
氷
の
淑
女
ω
・
㎝

　
シ
ド
ニ
ー
シ
ェ
ル
ダ
ン
　
徳
間
書
店

○
遺
骨
　
　
　
内
田
康
夫
　
角
川
書
店

0
4
U
　
　
　
　
山
田
詠
美
　
幻
冬
舎

○
不
思
議
の
国
の
学
校
教
育

　
　
ジ
ヤ
ッ
ク
コ
リ
ノ
ー
第
一
法
規

○
モ
デ
ル
な
き
家
庭
の
時
代

　
　
　
　
　
天
野
寛
子
　
は
る
か
書
房

○
は
じ
め
て
の
P
T
A

　
P
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
W
A
V
E
出
版

○
最
後
の
将
軍

　
　
　
　
　
司
馬
遼
太
郎
　
文
芸
春
秋

○
闇
は
わ
れ
を
阻
ま
ず

　
　
　
　
　
　
鈴
木
由
紀
子
　
小
学
館

○
球
心
臓
　
阿
久
悠
　
河
出
書
房
新
社

　
　
き
ん

○
猛
禽
の
宴
　
　
　
楡
周
平
　
宝
島
社

○
レ
デ
ィ
・
ジ
ョ
ー
カ
ー
”
・
励

　
　
　
　
　
　
高
村
薫
　
毎
日
新
聞
社

○
女
の
由
来

　
エ
レ
イ
ン
モ
ー
ガ
ン
　
ど
う
ぶ
つ
社

○
大
往
生
の
島

　
　
　
　
　
　
佐
野
真
一
　
文
芸
春
秋

○
宇
宙
は
さ
さ
や
く

　
　
　
　
佐
治
晴
夫
　
P
H
P
研
究
所

○
青
雲
は
る
か
に
ω
・
㊦

　
　
　
　
　
宮
城
谷
昌
光
　
集
英
社
刊

○
ポ
リ
ネ
シ
ア
海
と
空
の
は
ざ
ま
で

　
　
　
片
山
一
道
　
東
京
大
学
出
版
会

○
普
通
の
人
び
と
　
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

　
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
　
　
　
　
筑
摩
書
房

○
新
人
類
親
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
展
　
小
学
館

○
生
き
つ
づ
け
る
　
ル
ー
ト
ク
リ
ュ
ー

　
ガ
ー
　
　
　
　
　
　
　
み
す
ず
書
房

○
ぐ
う
た
ら
テ
ク
ノ
ロ
ジ
i

　
　
　
　
近
藤
雅
樹
　
河
出
書
房
新
社

○
臼
い
森
・
風
の
丘

　
　
　
　
　
　
竹
内
浩
　
共
同
通
信
社

○
男
と
い
う
も
の

　
　
　
　
　
渡
辺
淳
一
　
中
央
公
論
社

○
た
だ
愛
さ
れ
た
い
だ
け
の
心
理

　
　
　
　
　
　
杵
渕
幸
子
　
大
和
出
版

○
森
へ
　
（
少
女
ネ
ル
の
日
記
）

　
　
ジ
ー
ン
ヘ
グ
ラ
ン
ド
　
早
川
書
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂

水
防
フ
ェ
ア

●
日
時
　
5
月
2
3
日
㈹

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

●
場
所
　
十
日
町
ク
ロ
ス
ー
0

●
内
容
　
・
水
害
写
真
パ
ネ
ル
展
示

　
　
　
　
・
水
防
活
動
写
真
パ
ネ
ル
展

　
　
　
　
　
示

　
　
　
　
・
水
防
工
法
模
型
展
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

信
濃
川
船
上
見
学
会

●
日
時
　
5
月
2
4
日
㈲
午
前
1
0
時
集
合

●
集
合
場
所
・
内
容
な
ど

　
＋
日
町
ク
ロ
ス
ー
0

　
ク
ロ
ス
ー
0
か
ら
川
口
町
ま
で
バ
ス
、

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き

　
川
口
町
か
ら
妙
見
堰
ま
で
船

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

　
＊
雨
天
の
場
合
バ
ス
の
み

●
対
象
定
員
　
親
子
2
5
組

●
参
加
料
無
料

●
昼
食
　
各
自
で
用
意

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
5
月
2
0
日
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

　
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
生
年
月

　
日
を
記
入
の
う
え
、
〒
9
4
0
1
0

　
0
9
8
　
長
岡
市
信
濃
1
1
5
1
3
0

　
信
濃
川
工
事
事
務
所
調
査
第
一
課
洪

水
予
報
係
へ
．

　
（
盈
0
2
5
8
1
32
1
3
0
2
0
）
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川
西
町
へ
の
歩
み
⑱

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

　甲’『v『1

｛

　
　
　
四
か
町
村
最
後
の
日

　
　
　
町
村
合
併
促
進
法
が
施
行
さ
れ
る
と

　
　
川
西
郷
は
が
ぜ
ん
あ
わ
た
だ
し
く
な
り

　
　
六
か
町
村
の
合
併
に
向
け
て
、
ま
た
、

　
　
合
併
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
論
戦

　
　
が
展
開
さ
れ
た
。
吉
田
村
と
真
人
村
が

　
　
離
脱
し
た
あ
と
は
、
い
く
た
の
複
雑
な

　
　
経
過
を
経
て
、
昭
和
三
十
一
年
六
月
に

　
　
仙
田
村
、
千
手
町
、
橘
村
、
上
野
村
が

　
　
め
で
た
く
対
等
合
併
す
る
こ
と
に
決
ま

　
　
っ
た
。
人
び
と
は
歓
喜
し
、
も
ろ
手
を

　
　
あ
げ
て
川
西
町
の
誕
生
に
期
待
し
、
新

　
　
し
い
町
づ
く
り
へ
の
気
運
が
日
ご
と
に

　
　
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
　
　
昭
和
三
十
一
年
八
月
三
十
一
日
、
こ

　
　
の
日
を
も
っ
て
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ

　
　
た
四
か
町
村
で
は
、
祝
賀
の
気
分
に
な

　
　
れ
な
い
ま
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
場
に
公

　
　
職
者
等
が
参
集
し
て
閉
町
、
閉
村
の
式

　
　
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
各
町
村
長
の
式
辞

　
　
の
あ
と
、
町
や
村
の
発
展
に
尽
く
し
た

　
　
功
労
者
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

　
鷺
奉
秦
戯
響
響
　
　
鞠
鞭

霜
薪
鰹
灘
翻
講
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
糎
日
、
嚇

～ーー

ー
ー
，
ー
ー
ー
｛
　
　
　
柔
㎜
蒙
町

織
ー
…
…
…
ー
編
野
欄

役
場
職
員
に
も
茶
道
具
セ
ッ
ト
な
ど
が

贈
ら
れ
て
労
が
ね
ぎ
ら
わ
れ
た
。
式
後

　
な
お
ら
い

の
直
会
は
簡
素
で
、
ス
ル
メ
を
か
み
な

が
ら
冷
酒
を
汲
み
交
わ
し
、
明
治
こ
の

か
た
、
激
動
の
時
代
を
歩
ん
だ
歴
史
を

回
顧
し
、
明
日
（
九
月
一
日
）
千
手
中

学
校
で
行
な
わ
れ
る
開
町
式
を
前
に
、

新
町
建
設
へ
の
抱
負
、
決
意
等
が
夜
お

そ
く
ま
で
話
し
合
わ
れ
た
。

　
こ
の
年
、
天
気
ま
わ
り
が
良
く
て
川

西
郷
の
稲
作
は
順
調
に
成
育
し
、
さ
わ

や
か
な
秋
風
の
中
で
仙
田
村
、
千
手
町
、

橘
村
、
上
野
村
の
名
残
り
が
惜
し
ま
れ

た
の
で
あ
る
。

　
次
に
合
併
四
か
町
村
の
現
況
、
議
員

合
併
委
員
、
歴
代
町
村
長
を
紹
介
し
て

本
稿
を
終
え
る
（
ご
愛
読
多
謝
）
。

合併4町村の現況表
川西町 仙田村 千手町 橘　村 上野村

人　　口（人） 14，997 5，202 4，853 2，816 2，126

戸　　数（戸） 2，815 957 929 513 416

面　　積（k㎡） 75．31 38．55 15．16 12．03 9．57

東　　西（km） H．4 4．0 5．1 6．0 5．9

南　　北（km） 10．9 12．0 3．8 4．5 3．1

前年度決算額（千円） 69，950 17，555 31，723 I　l，576 9，096

負　　債（千円） 4，700 2，989 1，300 411

生産額（千円） 507，107 131，675 194，448 91，130 89，834

生産額1戸当り（千円） 182 138 213 173 205

合
併
議
決
当
時
の
議
会
議
員

　
仙
田
村

　
小
林
兵
作
　
小
林
竹
治
　
小
林
猪
作

南
雲
辰
雄
　
増
田
忠
治
　
高
橋
勘
吉

川
崎
清
栄
　
斎
木
由
太
郎
　
高
橋
駒
治

高
橋
惣
八
郎
　
佐
藤
善
治
　
高
橋
信
吾

茂
野
萬
治
郎
　
星
名
規
矩
三
　
川
崎
勝

平
　
長
谷
川
福
松
　
登
坂
繁
治
郎
　
中

條
正
次
　
桐
生
昌
平
　
江
口
初
太
郎

田
中
金
造
　
小
川
昌
勝

　
千
手
町

　
柄
沢
菊
松
　
数
藤
奇
兵
児
　
小
林
一

二
　
黒
島
豊
二
　
清
水
大
滉
　
星
名
寅

治
郎
　
斎
藤
寿
美
翁
　
平
野
義
一
　
芳

賀
福
蔵
　
小
林
幸
也
　
蔵
品
茂
雄
　
田

中
与
三
郎
　
北
村
直
次
　
宮
田
義
雄

中
村
良
一
　
高
橋
茂
雄

　
橘
村

　
田
口
茂
治
　
滋
野
武
祐
　
田
中
久
之

木
村
正
吉
　
須
藤
亮
助
　
五
十
嵐
鉄
治

丸
山
英
一
　
藤
巻
巳
代
吉
　
羽
鳥
朔
市

五
十
嵐
勝
正
滋
野
一
郎
和
田
光
興

高
津
徳
治
　
和
久
井
精
一
　
藤
原
英
策

丸
山
茂
吉

上
野
村

　
小
海
八
太
郎
　
根
津
浩
　
内
山
常
治

郎
　
丸
山
仲
泰
　
清
水
準
作
　
田
畑
安

二
　
上
村
忠
雄
　
上
村
常
助
　
田
村
誠

治
　
清
水
富
二
郎
　
押
木
勝
栄
　
富
井

寛
蔵
丸
山
和
夫
水
品
正
一
郎
渡

貫
軍
治
小
嶋
謙
作

合
併
前
の
歴
代
町
村
長

　
千
手
町

高
橋
喜
三
郎
大
正
＝

高
橋
増
三
郎
昭
和
一
丁
　
　
一
～
昭
和
　
二
・
　
一

マ
一
～
〃
五
・
五

山丸野須野丸木田丸丸小野小野　丸中南清丸
田崔沢藤沢山村口睾山幡沢幡沢橘山村雲水山
雍毒覆禁穣落幾籍琵響麓整麓筆村笹甚竺些套

　　　　　日召大　　　　　　　 明　　　　　　
日召

”””””和正””””””治　””””和
二二一一　　一四三三三三二二　三二一六二九五七三三一九九四〇六二　〇〇一九六
四四七六六六六五二九五五五五　一二五二一～　～　～　～　～　～　～　～　～　～　～　1　～　～　　～　～　～　～　～
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合
併
促
進
協
議
会
委
員

　
仙
田
村
　
川
崎
勝
平
　
増
田
哲
男

高
橋
勘
吉
　
小
川
政
一
　
桐
生
昌
平

高
橋
駒
治
　
長
谷
川
福
松
　
押
木
仲
治

星
名
規
矩
三

　
千
手
町
　
高
橋
茂
雄
　
高
橋
友
義

星
名
寅
治
郎
　
金
山
良
晃
　
田
中
与
三

郎
　
小
林
伝
司
　
蔵
品
茂
雄
　
北
村
基

丸
山
恒
正

　
橘
村
　
田
口
茂
治
　
田
口
一
男
　
滋

野
武
祐
平
沢
徳
松
　
羽
鳥
朔
市
　
丸

山
豊
太
郎
　
田
中
久
之
　
野
沢
秀
保

山
里
暑
雄

　
上
野
村
　
小
海
八
太
郎
　
内
山
恵
雄

根
津
浩
　
上
村
謙
治
　
内
山
常
治
郎

水
品
正
一
郎
　
上
村
常
助
　
清
水
準
作

押
木
利
成
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職
員
募
集

　
社
会
福
祉
法
人
あ
か
ね
会
で
は
、
精

神
薄
弱
者
更
正
施
設
「
な
か
ま
の
家
」

に
勤
務
す
る
、
平
成
1
0
年
6
月
－
日
採

用
予
定
の
看
護
婦
一
人
を
次
に
よ
り
募

集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

ω
昭
和
2
8
年
4
月
2
日
～
5
0
年
4
月
－

　
日
生
ま
れ
で
、
看
護
婦
又
は
保
健
婦

　
の
資
格
を
有
す
る
人

の
原
則
と
し
て
、
中
魚
沼
郡
・
十
日
町

　
市
内
に
住
所
又
は
本
籍
を
有
し
、
採

　
用
後
は
通
勤
可
能
な
地
域
に
居
住
で

　
き
る
人

【
提
出
書
類
】

・
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
自
筆
記
入
）

・
卒
業
・
成
績
証
明
書

・
免
許
等
資
格
証
明
書
（
又
は
写
し
）

【
試
験
の
日
時
と
場
所
な
ど
】

今
年
の
自
満
祭
は
11
月
7
～
8
日

　
町
誕
生
四
十
周
年
を
記
念
し
て
実
施

さ
れ
た
「
か
わ
に
し
自
満
祭
」
も
￥
今

年
で
第
三
回
目
と
な
り
ま
す
。
期
日
は
￥

十
一
月
七
日
～
八
日
で
、
町
総
合
体
育

館
、
川
西
中
学
校
を
会
場
に
多
彩
な
催

し
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

か
わ
に
し
い
い
と
こ

　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　
か
わ
に
し
自
満
祭
で
、
今
年
も
「
か

わ
に
し
い
い
と
こ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
あ
な
た
の
心
に

残
る
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
写
真
に
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
心
温
ま
る
作
品
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
今
か
ら
、
ご
準
備
を
。

★
テ
ー
マ
　
自
由

★
サ
イ
ズ

去年町長賞になった作品「朝もや」

　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
で
、
四
つ
切
り
、

も
し
く
は
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り
に
限
る
。

★
応
募
資
格

　
川
西
町
内
を
写
し
た
も
の
で
あ
れ
ば

何
で
も
O
K
．

日
時
　
5
月
2
4
日
㈲
　
午
前
9
時
か
ら

会
場
　
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容
作
文
・
面
接

結
果
発
表
　
5
月
2
6
日

【
申
し
込
み
手
続
き
】

ω
受
付
期
間

　
　
5
月
1
5
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、

　
消
印
は
5
月
1
5
日
ま
で
有
効
）

の
申
し
込
み
・
間
い
合
わ
せ

　
〒
9
4
8
1
0
1
2
2

　
川
西
町
大
字
上
野
甲
2
8
9
6
1
2

　
「
な
か
ま
の
家
」
庶
務
課

　
（
0
2
5
7
1
68
1
4
0
1
3
）

川
西
高
校
開
放
講
座

暮
ら
し
に
役
立
つ

　
　
　
　
　
書
道
講
座

●
日
　
時

6
月
（
1
3
、
2
7
日
）

8
月
（
8
、
2
9
日
）

10
月
（
3
、
2
4
日
）

（
い
ず
れ
も
1
3
”

●
場
　
所

●
募
集

　
　
　
　
　
　
　
A
U
O
～

　
　
　
　
　
川
西
高
校
多
目
的
教
室

　
　
　
　
　
中
学
3
年
以
上
一
般
　
3
0

　
　
　
　
　
人
ま
で
。

●
講
　
師
　
平
野
綱
一
先
生

●
受
講
料
　
無
料
（
資
料
代
実
費
徴
収
）

●
申
し
込
み
　
5
月
3
0
日
ま
で
。
は
が

き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

（
学
年
）
、
職
業
を
明
記
し
て
、
〒
9

4
8
1
0
1
3
1
　
川
西
町
伊
勢
平
治

川
西
高
等
学
校
「
暮
ら
し
に
役
立
つ
書

道
講
座
」
係
へ
。
先
着
3
0
人
で
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 01197～月月月

16＿＿＿
・・　14　12　11

0日”0）2625
）　日日
　　）　）

国
の
行
政
に
対
す
る

”
あ
な
た
あ
声
篭

　
　
　
　
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
国
の
行
政
に
つ
い
て
、
　
「
処
理
の
仕

方
が
お
か
し
い
」
　
「
こ
の
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
」
と
い
っ
た
苦
情
や
要
望
、
所

管
の
役
所
が
不
明
で
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
と
き

は
、
ぜ
ひ
総
務
庁
の
行
政
相
談
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
行
政
相
談
は
、
皆

さ
ん
の
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
の
苦
情

や
意
見
を
聞
い
て
、
行
政
運
営
の
改
善

に
つ
な
げ
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●
身
近
な
行
政
相
談
委
員

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
庁
長
官
が

民
間
有
識
者
の
中
か
ら
委
嘱
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
必
ず
守
ら
れ

ま
す
。
相
談
日
以
外
で
も
、
行
政
相
談

委
員
を
直
接
訪
ね
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

電
話
や
手
紙
で
も
受
け
付
け
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
で
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
は
、

高
橋
英
雄
さ
ん
で
す
。

　
　
（
学
校
町
・
盈
68
1
3
3
3
4
）

　
5
月
の
定
例
相
談
日
は
1
7
日
㈲
（
午

後
1
時
～
3
時
・
高
齢
者
コ
ミ
セ
ン
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

10．5．10⑫

六
月
か
ら
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の

　
　
　
支
払
通
知
書
の
送
付
が
年
一
回
に
な
り
ま
す

　
社
会
保
険
庁
か
ら
年
金
受
給
者
に
対

し
て
、
年
六
回
送
付
さ
れ
て
い
る
支
払

い
通
知
の
回
数
が
、
六
月
か
ら
年
一
回

に
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
の
支
払
い
回
数
は
、
毎
年
二
、

四
、
六
、
八
、
十
月
及
び
十
二
月
の
偶

数
月
の
六
回
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
前

二
か
月
分
を
年
金
受
給
者
が
銀
行
な
ど

の
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
を
通
じ
て

受
け
取
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
支
払
い
額
な
ど
が
書
か
れ
た
支
払

（
振
込
）
通
知
書
は
、
社
会
保
険
庁
か

ら
受
給
者
に
対
し
て
年
六
回
の
支
払
い

（
振
り
込
み
）
の
都
度
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
六
月
か
ら
は
、
支
払
（
振
込
）
通
知

耳1回
　
　
ノ
ρ
、

　
　
　
　
　
　
O
　
◎

M
面
．
げ
一
§

　
　
1
。

　
　
、
一
ρ

書
の
送
付
が
年
一
回
に
な
る
こ
と
で
、

翌
年
四
月
の
定
期
支
払
い
分
ま
で
の
各

支
払
い
日
と
支
払
い
額
な
ど
は
、
六
月

に
ま
と
め
て
知
ら
さ
れ
ま
す
。

　
八
月
以
降
の
通
知
書
は
、
原
則
と
し

て
通
知
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
年
金

額
の
改
定
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ

の
都
度
、
別
途
通
知
さ
れ
ま
す
。



益
目

町
政
の
一
助
に

　
水
落
牧
男

福
祉
に

　
戸
田
賢
樹

高
齢
福
祉
に

小
野
塚
真
代

意
　
　
　
（
敬
称
略
）

（
仁
田
）
＋
万
円

（
仁
　
田
）
三
万
円

（
山
野
田
）
三
万
円

　
　
　
　
　
訂
　
正

　
四
月
十
日
号
広
報
か
わ
に
し
新
一
年

生
の
名
前
で
、
藤
巻
彩
佳
さ
ん
の
読
み

方
「
あ
や
か
」
が
「
さ
や
か
」
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

へ

げ
　
　
　
の

　
　
幅
鵡

』
D
　
　
　
　
ゲ

乞
臼
弩

　
　
　
O

　
　
　
G

／
　
　
　
　
　
　
o

　
硫
－
』
9
●

　
　
．
、
勃
〃
．

…
ミ

．
　
　
㌧
e
つ
θ

　
　
　
　
2
晒
〆
b

　
　
　
　
　
、

　
　
　
撒
繊
。

　
　
　
詳

学び考え
行動する

～ともに築こう

　くらしのルール～

勿5月は「消費者月間」です

小
わ
じ

　
　
　
畔
壇
白
．
同
崎
正
風
選

く
る
く
る
と
傘
を
回
し
て
入
学
児

校
門
を
く
ぐ
り
て
春
の
雨
あ
が
る

　
　
　
　
　
　
四
郎
兼
　
平
野
　
恵
春

満
開
の
花
の
中
な
る
隣
家
か
な

庭
う
ら
ら
明
日
咲
く
蕾
孫
と
見
る

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
林
　
　
哲

適
量
を
守
り
て
老
の
花
見
酒

耕
の
人
の
揃
い
し
越
路
か
な

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

農
耕
に
汗
ば
む
程
の
日
差
し
か
な

好
き
な
花
種
を
買
い
来
て
庭
に
蒔
く

　
　
　
　
　
八
王
子
市
松
浦
　
サ
ク

春
寒
の
我
が
身
を
つ
つ
む
永
平
寺

留
守
の
家
の
沈
丁
の
香
に
迎
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
田
中
町
石
沢
澄
代

春
暁
の
水
面
を
揺
ら
し
伝
馬
船

夕
映
え
を
川
面
に
う
つ
し
八
重
桜

　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

軒
雀
交
り
て
も
つ
れ
合
い
て
落
つ

ぶ
な
萌
ゆ
る
緑
に
浮
か
ぶ
如
く
寺

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

蓮
如
忌
や
声
明
に
和
す
五
千
人

蓮
如
忌
や
緋
衣
の
御
座
主
若
々
し

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

母
の
日
や
子
等
す
く
す
く
と
育
ち
け
り

朧
夜
を
袋
物
な
ど
縫
い
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

力
満
ち
今
開
か
ん
と
す
る
牡
丹

夫
婦
し
て
花
見
の
宴
の
缶
ビ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
久
二

　
　
　
　
　
　
4
白
倉

梅
は
散
り
桜
ほ
こ
ろ
ぶ
寺
の
庭

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂

春
の
旅
竜
馬
偲
び
つ
桂
浜

　
　
　
　
　
相
模
原
市
佐
藤

　
　
　
　
　
　
　
野
口

減
反
の
話
ば
か
り
や
種
袋

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子

山
越
へ
て
谷
越
へ
て
よ
き
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
元
町
田
畑

葉
桜
に
ま
だ
ボ
ン
ボ
リ
の
灯
り
お
り

店
の
前
狭
し
と
拡
げ
苗
を
売
る

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

山
菜
の
豊
か
な
春
の
幸
を
摘
む

城
趾
の
展
望
台
や
霞
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

花
冷
え
の
夜
の
酒
熱
く
し
て
貰
う

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
　
白
祷

ど
の
家
も
庭
ひ
ろ
び
ろ
と
落
花
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

山
笑
う
ど
こ
か
で
人
の
笑
う
声

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

ぜ
ん
ま
い
を
干
す
莚
に
も
花
の
散
る

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

マ
ス
ク
し
て
人
工
授
粉
桃
日
和

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

朝
日
今
小
鳥
呼
ぶ
子
に
登
り
来
し

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
ス
ミ
イ

新
潟
の
と
う
菜
と
あ
り
て
買
い
て
来
し

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

畦
焼
き
し
匂
い
残
れ
る
闇
を
来
し

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
田
中

周博優三史美

や
わ
ら
か
き
若
葉
を
な
で
て
風
渡
る

五
十
嵐
ト
ラ

　
　
　
鉄
平

　
　
　
吉
治

O休日救急医

5月10日　山口医院（下条）

　　　　暦55－2003
　　17日　長山医院（津南）

　　　　盈66－2877
　　〃　中条病院（中条）

　　　　暦57－3018
　24日　大島医院（川原町）

　　　　費52－2957
　31日　至誠堂医院（西浦町）

　　　　智52－3276
6月7日　池田医院（本町西）

　　　　暦52－2581

『
子
供
の
食
生
活
を

　
　
　
　
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
』

　
最
近
、
食
卓
か
ら
魚
料
理
や
、
お
ふ

く
ろ
の
味
が
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
、
代

わ
っ
て
肉
料
理
や
、
調
理
済
み
食
品
な

ど
が
多
く
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
食
生
活
の
「
洋
風
化
」
が
進
む
一

方
で
は
、
　
「
簡
単
、
便
利
」
を
求
め
、

冷
凍
食
品
や
コ
ン
ビ
ニ
食
な
ど
が
子
供

た
ち
の
周
辺
に
浸
透
し
て
き
て
食
習
慣

を
変
え
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。◎
食
事
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し

　
よ
・
つ

1
脂
肪
を
と
り
す
ぎ
て
い
な
い
か
？
・

脂
肪
（
と
く
に
魚
の
脂
肪
を
除
く
動
物

性
脂
肪
）
の
と
り
す
ぎ
は
、
動
脈
硬
化

や
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
招

く
要
因
と
な
り
ま
す
。
和
食
メ
ニ
ュ
ー

や
野
菜
料
理
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

2
間
食
を
と
り
す
ぎ
て
い
な
い
か
？

豊
か
な
食
品
に
囲
ま
れ
た
現
在
の
子
供

は
、
お
や
つ
の
食
べ
す
ぎ
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
過
剰
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
時
間
を

決
め
て
量
は
控
え
め
に
。

3
魚
嫌
い
で
肉
ば
か
り
食
べ
て
い
な
い

　
か
？

獣
肉
の
脂
肪
は
血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
増
や
し
ま
す
。
魚
料
理
を
加
え
ま

し
ょ
う
。

4
野
菜
を
食
べ
残
す
こ
と
は
な
い
か
？
・

に
ん
じ
ん
、
ピ
ー
マ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
な
ど
、
に
が
て
な
子
供
も
多
い
よ
う

で
す
．
し
か
し
、
野
菜
は
太
る
心
配
も
騒

な
《
ビ
タ
ミ
ン
や
食
物
繊
維
が
豊
噌
田
遷

馨
雛
縁
ら
毎
日
食
べ
鈎

◎
次
穿
養
生
活
を
心
掛
け
ま
し
醐

よ
う
　
　
　
　
　
認

1
朝
食
は
抜
か
ず
一
日
三
食
き
ち
ん
と
爾
晦

馨
礁
欝
難
纏
糖
鰭

の
日
の
活
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
得
ら
れ
ま

せ
ん
し
、
腸
の
働
き
が
鈍
く
な
っ
て
便

秘
が
ち
に
な
り
ま
す
。

2
現
代
の
子
供
は
軟
ら
か
い
食
べ
物
を

好
む
傾
向
が
強
く
「
固
い
も
の
が
か
め

な
い
」
「
か
ま
ず
に
丸
飲
み
す
る
」
よ
う

な
子
も
い
ま
す
。
固
め
の
食
品
も
食
べ

さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

3
一
日
三
十
食
晶
の
摂
取
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
食
晶

を
使
っ
て
彩
り
豊
か
な
食
卓
に
し
ま
し

　
ょ
う
。

4
簡
単
な
料
理
づ
く
り
を
手
伝
わ
せ
て
、

自
分
の
食
べ
る
も
の
に
関
心
を
持
た
せ

ま
し
ょ
う
。

　
・
懸
　
　
　
　
　
　
家
族
そ
ろ
っ
て
楽

　
　
じ
　
　
　
　
へ
ゆ
し
ロ
ィ

響
，
簿
ご
し
く
食
卓
を
囲
み
、

、
購
　
　
　
」
　
、
・
子
供
た
ち
に
体
の
栄

　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
養
だ
け
で
な
く
、
心

　
　
　
　
懇
躍
鵠
・
に
も
十
分
な
栄
養
を

　
　
　
．
（
側
’

　
　
　
　
　
　
　
与
え
て
あ
げ
て
く
だ

　
轟
習
　
’
父
　
．
　
　
　
、
・

　
　
　
　
　
　
　
さ
し

　
　
“
．

ノ’、
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犠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
骸
骸

戸
籍
の
窓
か
ら

蒙
き
き
壕
り
び
塾
笛

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
賄

（
鵤

藤橋野橋

亜貞和
希　　修
子昭子

長上十坪
岡　 日
市野町山
　　市か
一　　　か
り　　　一

　　り

　
昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

富
田
　
明
美
34
（
幸
　
二
）
栄
　
町

上
村
　
哲
夫
45
（
忠
　
夫
）
下
平
新
田

高
津
　
　
正
73
（
　
正
　
）
塩
　
辛

小
野
塚
保
平
76
（
保
　
平
）
山
野
田

表
紙
の
写
真

　
四
月
十
九
日
、
野
ロ
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

群
生
地
で
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
祭
り
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
四
月
に
入
っ
て
、
気
温
の
高
い
日
が

何
日
も
続
い
た
せ
い
か
開
花
が
例
年
よ

　
　
　
　
な
な
み

田
中
　
　
七
海

　
　
　
　
か
つ
き

羽
鳥
　
　
勝
騎

　
　
　
ゆ
　
　
り
　
　
え

貴
田
有
里
江

　
　
　
　
だ
い
ご

渡
辺
　
　
大
虎

り
早
く
、
祭
り
当
日
は
見
ご
ろ
の
時
期

か
ら
は
少
し
遅
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

す
。　
し
か
し
、
好
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
家
族
連
れ
、
友
達
同
士
で
、
器

会
社
の
仲
間
や
ご
近
所
同
士
で
と
、
お
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ

よ
そ
二
百
人
が
訪
れ
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
に
見
入
っ
て
い
ま
し
＝
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群
生
地
に
か
か
っ
た
橋
か
ら
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
を

見
入
る
親
子
連
れ

た
。　
参
加
者
に
は
、
お

酒
や
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

汁
が
振
る
舞
わ
れ
、

ま
た
、
屋
台
や
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
で
楽
し
む

場
面
も
あ
り
、
春
の

一
日
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。
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　　　／搬

ーズ

　　　　’翼

レ
「
工
事
を
す
る
大
き
な
き
か
い
」

　
3
年
生
高
津
好
孝
く
ん

蓄

≒

　
瓢
『
－
穐
，

糠

鞠
・
、
凝

饗

．
、
彌

｝

騨

八
橘
小
学
校

　
「
こ
れ
が
わ
た
し

》　
　
　
　
　
こ
れ
も
わ
た
し
」

ぐ
　
5
年
生
山
本
奈
央
さ
ん

獺
．

へ

〉
「
手
の
動
物
の
仲
間
た
ち
」

　
4
年
生
山
家
由
香
里
さ
ん

▲「ともだちのかお」

2年生山家　慎くん

（6月号は仙田小学校です）

10．・5．10⑭

レ
「
ざ
い
り
よ
う
は
と
も
だ
ち
」

　
一
年
生
　
左
上
か
ら

　
　
　
た
ぐ
ち
　
み
ゆ
き

　
　
　
や
ま
が
　
め
ぐ
み

　
　
　
の
ざ
わ
　
あ
き
と

左
下
か
ら

　
　
　
ま
る
や
ま
さ
お
り

　
　
　
す
ど
う
　
と
も
み

くささ
んんん

ささ

んん


